
釧路港におけるクルーズと水産物ＰＲの可能性 
 
1. 調査概要 

Ø 平成２３年に釧路港のクルーズ船ターミナルが供用して以降、外国クルーズ船の寄
港回数が増加しており、同ターミナルに隣接するＭＯＯ・ＥＧＧ周辺の賑わい創出
にも寄与している。そこで、今回、クルーズとＭＯＯとの関係について聞き取り調
査を行い、クルーズを活用した水産物ＰＲの可能性について考えていくこととした。 

 
2. 釧路港のクルーズ実態 

Ø 平成２４年以降の毎年のクルーズ船寄港回数を見ると、日本船が２～４隻の漸増傾
向があり、外国船は平成２６年のプリンセスクルーズ社の北海道周遊クルーズ（１
８回）を除けば、２～１２隻と増加傾向にある。 

Ø クルーズ船寄港時に様々なおもてなし活動（例：ＥＧＧ内での着物着付け体験、書
道体験等）により、多くの市民がターミナルに集まり、賑わい空間が形成されてい
る。 

Ø 平成２９年４月～７月にかけての日本船３隻、外国船３隻のサンプル調査によると、
日本船では乗客の約７割がバスツアーに参加している一方、外国船では約２割しか
バスツアーに参加していない実態にある。 

 
3. ＭＯＯヒアリング 

Ø 平成２９年８月１９日、ＭＯＯ・ＥＧＧを管理運営している㈱釧路河畔開発公社の
佐藤孝幸氏（営業部営業課・課長代理）から聞き取り調査を行った（聞き取り：遠
藤仁彦（マリンネットワーク理事））。佐藤氏はデパートでの勤務経験もあり、マー
ケティングの意識が高い。 

Ø 聞き取り内容は次のとおり。 
①クルーズ寄港によるＭＯＯの影響 

u 寄港するクルーズ船（例えば、飛鳥Ⅱ、にっぽん丸、ダイヤモンドプ
リンセス、フォーレンダム等）によって、また乗客の属性（国籍、年
齢等）によって一概には言えないが、クルーズ船が寄港した際には来
館者は多くなり、これに伴い売り上げも上がっている。さらに、最近、
お菓子店 1店舗開店し、一時閉鎖していたパン屋さんが 1店舗再開す
るなど、賃貸スペースも有効に活用されている。 

 
②クルーズのおもてなしの場としてのＭＯＯ・ＥＧＧ 

u クルーズ客船寄港時のおもてなしとして、国際交流サロンで外国人向
けに「和服の着付け」、「鶴の折り紙（完成すると羽が動く）」、「アイヌ
文様の切り絵」、「風呂敷で物を包む」、「日本舞踊」、「書道（カタカナ



で自分の名前を書く）」といった日本らしいことを体験して頂いてい
る。また、インタビュー形式で世界地図を見せて「どこから来ました
か？」と問いかけて地図に印をつけるなどのふれあいの場を作ったり
している。 

u 開放感のあるＥＧＧで行うイベントは好評である。ただし、時期、天
候等によっては天井から結露がお客様にかかることがある。 

 
③クルーズ船からＭＯＯに乗客を呼び込む工夫 

u クルーズ船の近くにテントを張って案内したり、L 字スタンドでお客
さんを誘導したりしている。 

u 当所では中国人 1名を含む 3人のスタッフで観光案内を行っており、
JNTO 認定外国人観光案内所のカテゴリー１（常駐でなくても何らか
の方法で英語対応可能。地域の案内を提供）に認定されている。今後
より上位のカテゴリー２（少なくとも英語で対応可能なスタッフが常
駐。広域の案内を提供）の認定を目指して取り組んでいるところであ
る。 

u クルーズ船によっては「鶴の恩返しスタンプカード」を配布して、購
入時にスタンプを押印し、1 つのスタンプでも景品が当たるようにし
ている。 

u ＭＯＯ内の 6店舗で 5,000 円以上の買い物をされた方には、ＭＯＯ内
に設置してあるカウンターで免税の手続きの代行サービスをしてい
る。 

u 土産品としては、アジアの方はお菓子、欧米の方は一般雑貨の購入が
多い傾向がある。 

u 船舶のWi－Fi の使用料金が割高なためか、ＭＯＯに来館して無料Wi
－Fi を利用する乗員・乗客の方が多数いる。このため、通信速度を速
めたりエリアをリバーサイド全体に広げるなど、Wi－Fi サービスの充
実に取り組みつつある。 

u （飯田誠釧路港湾事務所長の補足説明） 東港のクルーズターミナル
に入れない大型クルーズ船は西港を利用しているが、その際に西港と
ＭＯＯや和商市場をつなぐ有料シャトルバスを運行して、ＭＯＯにつ
なぐようにしている事例がある。 

 
④農水産物ＰＲの可能性 

u 他地域に比べて釧路はマーケティングが弱く、作ったあとにどう売る
かというところの戦略が不足している。新聞に載れば売れると思って
いる面が強く、物を開発した時に名を付けてブランド化するだけでは
不十分で、価値をどう高めるかという所、どう宣伝するかが大切。こ



のため、もう少し真面目にブランド学のようなことの勉強が必要なの
かもしれない。例えば、美味しい食べ物について、人に伝える時にど
う伝えるのが効果的なのか、そういう一つ一つのことに時間をかけて
取り組んで育てていく必要がある。そのためには、普段から関係者が
よく話をしてきっかけを作る（一杯のみに行くのが手っ取り早い）こ
とが大切。 

u ＭＯＯに関しては一次生産サイドの農協や漁協と直接話すような機会
は無い。 

 
4. まとめ 

Ø 外国クルーズ船は全国各地で寄港回数が伸びている傾向にあり、例えば沖縄ではほ
ぼ毎日に近い寄港がなされている。釧路港は寄港回数がそれほど多いとは言えない
が、おもてなしを充実させるなどクルーズ環境を整えて、着実に寄港実績を伸ばし
ている。また、クルーズとの相乗効果によって、ＭＯＯ周辺の賑わいも着実に良く
なっている。 

Ø 一方、ＭＯＯ・ＥＧＧの賑わい創出には効果があるものの、農水産物のＰＲの場と
して活用されているというところまでは至っていないようである。賑わいの場を提
供するＭＯＯと一次生産サイドとの日常的な交流が無いため、そもそもＰＲの場に
するという発想自体が生まれていない。 

Ø ただし、この状況というのは逆転の発想でとらえると、チャンスがあるということ
である。ＭＯＯと一次生産サイドがタッグを組めば伸びしろがあるということであ
る。日本船と外国船とではＰＲする時に訴求するターゲットが異なるものの、クル
ーズは水産物ＰＲの潜在的な可能性を秘めているのではないかと思う。 
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